
■対象地域が抱える課題

■事業の実施体制図（学内体制に留まらず、地域の組織・団体との連携体制も示すこと）

東海大学湘南キャンパスを中心としたスポーツによる学園地域振興モデル創出事業実施計画名
東海大学において例年開催されているイベントを軸に、これまで各部署において単独で開催されてきたイベント等を有機
的に融合させることにより、神奈川県秦野市の課題解決に資する取組を実施する。
(1) 運動習慣の定着と継続の難しさ:a. 「子育て世代」のマルチスポーツ体験会

b. 運動に関わる機会の提供（ホームゲーム観戦、スポーツクリニック）
(2) 高齢者の社会的孤立と健康リスク:a. 高齢者を対象とした運動教室の開催
(3) 女性アスリートの健康課題:a. 女性スポーツ研修会
(4) 外国人市民の社会的孤立:a. 留学生との交流イベントの開催（TOKAIグローカルフェスタ）

事 業 概 要

東海大学大学名令和7年度スポーツ庁委託事業「感動する大学スポーツ総合支援事業」
③大学スポーツ資源を活用した地域振興モデル創出支援事業 企画提案書（事業概要資料）

神奈川県秦野市対 象 地 域
(1) 運動習慣の定着と継続の難しさ（※1）

子育て世代のスポーツ実施率が低く、環境づくりが必要
(2) 高齢者の社会的孤立と健康リスク（※2、3）

特に高齢者の社会的孤立が危惧されている
(3) 女性アスリートの健康課題（※1、2）

高齢女性だけでなく、女性アスリートへの対応も急務
(4) 外国人市民の社会的孤立（※2）

外国人市民の社会的孤立への対策が少ない
（※1）第2期秦野市スポーツ推進計画
（※2）秦野市総合計画はだの2030プラン
（※3）秦野市健康増進計画（健康はだの21）第5期計画

■期待される事業結果・効果

■具体的なプログラム・活用する大学スポーツ資源

 経済波及効果分析によるイベント評価(KPI:来場者数4500人)
 社会的投資収益率によるイベント評価(KPI:SROI比 = 1.5)
 運動教室の参加率(KPI:参加率80%)
 体験会や研修会等の各イベントにおけるアンケート調査(KPI:

平均満足度8割)

(1) 運動習慣の定着と継続の難しさ
a. 「子育て世代」のマルチスポーツ体験会
b. 運動に関わる機会の提供（ホームゲーム観戦）
(4) 外国人市民の社会的孤立
a. 留学生との交流イベントの開催（TOKAIグローカルフェスタ）

日時:2025年10月上旬（予定）
(1) 運動習慣の定着と継続の難しさ
b. 運動に関わる機会の提供（スポーツクリニック）

日時:2025年9月と12月（予定）
(2) 高齢者の社会的孤立と健康リスク
a. 高齢者を対象とした運動教室の開催

日時:2025年10月～2026年1月（予定）
(3) 女性アスリートの健康課題
a. 女性スポーツ研修会

日時:2025年10月から毎月1回（計3回を予定）
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